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低タンパク食	 (LP)：AIN93G を改変し、isocaloric になるように 5%カゼイン食を作製	 
葉酸添加食	 (LP+FA)：LP 食に 5 倍量の葉酸を添加	 
2.	 遺伝子改変マウスを用いた母体低栄養モデルマウスの開発	 










International	 Mouse	 Phenotyping	 Consortium	 (IMPC)のプラットフォームに基づいた表現
型解析を行ったところ Mat2a遺伝子、Izumo1r遺伝子ともに複数の表現型異常が観察された。	 
【結論】	 
母体に低タンパク食を与える DOHaD モデルの作出に関しては一定の成果が得られたも
のと考えられる。また、遺伝子ノックアウトマウスの雌個体の表現型解析を進めることに
より、母体となる遺伝子改変マウス選択のための端緒が得られた。 
